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FCRを使用した副鼻腔の断層撮影の

パラメーター設定について

林秀樹零

常丸武敏＊

増
高 田憲昭＊

橋敬一＊

佐藤順一＊

要旨頭部断臓撮影は眼の水晶体被曝など，被曝１Ktの問題が多い部位である。今回，頭部断隔撮影として頻度の高い副鼻

腔の断層撮影を，ＦＣＲを使用する事により従来のＦＩＬＭ／SCREEN系より低線遍で撮影する事を試みた。

ＦＣＲシステムに組み込まれている副鼻腔断層モードでは,被写体の違いによる影響などにより安定した画像が得られない。

そこで画像取り込みモードと階調処理を変化させ，副鼻腔断臓に適した画像パラメーターを設定した。また，パラメーター改

良後のＦＣＲとＦＩＬＭ／SCREEN系での臨床例を，医師及び診療放射線技師で視覚評価を行ったところ良好な結果が得られ
た。
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ｍ、従来までの問題点

FCR7000の内蔵の読み取りモード（ＰＡＲＡＮＡＳＡＬ

ＳＩＮＵＳ：Ｔ)では，ＥＤＲアルゴリズムがＡＵＴＯモー

ドであるため，被写体のポジショニングや大きさ，ま

た照射野の大きさの違いや断層面の違いにより，画像

ＤＡＴＡ収集時に差が見られ，同一被写体,同一断層面

でも出力画像に違いが現われるなど不安定であった。

Ⅳ、方法及び結果

①ＥＤＲアルゴリズムの選択

従来までの問題点の原因の一つとして,ＥＤＲアルゴ

リズムがＡＵＴＯモードであることが挙げられる。

FCR7000に内蔵されている副鼻腔断層のＥＤＲモー

ドはＡＵＴＯＩＩであり,骨部と軟部組織(臓器)を含むメ

インヒストが大きなピークを形成するため，骨部と軟

部組織(臓器）の悩報を安定に出力するモードである。

そこで，被写体の位置を変化したり，照射野を変え

たり，断層面を変化させてIＰを撮影し,AUTOIIモー

ドで読み取らせた｡結果として,ＡＵＴＯ、モードでは，

測光領域を持たないため安定したＤＡＴＡが得られな

Ｌはじめに

今回，当病院にFCR7000システムが導入された事

に伴い,ＦＣＲシステムを使用した副鼻腔の断層撮影に

ついて検討した。

副鼻腔の断層撮影は，頭部断層撮影において比較的

頻度が高くう水晶体など被曝による影響が問題となる

部位を含んでいる。そのため，従来から同時多IiZIWf腱

撮影法など，被曝塾低減に関して様々な試みが行われ

ている。そこで,副鼻腔の断層撮影にＦＣＲシステムを

使用することにより，撮影術者の違いによる写真のバ

ラツキを少なくし，被曝鐘を低減させ，安定した画像

を出力できる様にＦＣＲのパラメーターを設定するこ

とを試みた。

また，ＦＣＲシステムでの適正な撮影条件及び，

FILM／SCREEN系とＦＣＲシステムの出力画像との

臨床写真での視覚評価も合わせて報告する。

n．使用機器

断層装置：PHILIPSPOLYTOMUU

FCRシステム：FCR7000,画像読取装置（CR-IR

313)，画像記録装１画（ＣＲ－ＬＲ４１４ＬＣＲＴ画像表

示装置（HI-C652型)，ＩＰ（ST-III）
－－ 

*旭川医科大学医学部附属病院放射線部
（1990年12月20日受理）
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かつた。

この問題点の解決方法として，測光領域を決め，そ

の領域内の濃度を一定にして画像を出力するＳＥＭＩ

モードに変更した。

ＳＥＭＩモードには,Ｔａｂｌｅｌに示す様にＳＥＭＩ１～３

の３種類がある。これらは,測光領域の中心をＩＰの中

心としている｡SEMIモードの選択には,副鼻腔の断層

搬影写真から測光領域を副鼻腔に合わせる事を考え

て,ＳＥＭＩモード、の７ｃｍ×７ｃｍに決めた｡これによ

りＦＣＲの出力画像の安定化を計った。

②画像パラメーターの設定

（１）Ｌ値の決定

ＥＤＲアルゴリズムをＳＥＭＩモードにすることで，

画像パラメーターのＬ値が一定となる。そこで，画像

パラメーターのＴＥＳＴモードの中から，Ave,１，

Ave２，Ave､3を選択し，それぞれについて頭部ファン

トムを使用して撮影し，出力画像を比較した。ここで

撮影条件は，ＦＩＬＭ／SCREEN系と同等で,画像パラ

メーターも同一である。また断層面は，副鼻腔の情報

が一番多いと思われる鼻根部から３ｃｍ上の場所であ

る。（Fig.１参照）

Ｌ値は，値が大きくなれば収集ＤＡＴＡの幅が広く

なり，小さくなれば逆に狭くなる。このことを考慮に

入れ，更にAve､１．６，Ave1.8,Ave_2.0,Ave､2.2で

上記と同様に比較し，Ｌ値を2.0と決めた。

（２）ＧＴ値の決定

ＦＩＬＭ／SCREEN系の特性曲線を，ブーツストラッ

プ法で求める。ここでの撮影条件は70ｋＶ,100ｍＡ0.05

secで，１ｍｍＡ１と0.5ｍｍＣｕのフィルターを付加し

た。また，アルミ階段は１段２ｍｍで20段である。

求めた特性曲線からFCR7000内蔵のＢ～Ｊの９本

の階調カーブ(ＧＴ値)のうち，適していると思われる

Ｃ，Ｄ，Ｆ，Ｉの４本の曲線をピックアップする。次

に前述と同様の撮影条件でIＰに礫射し,ＧＴ値以外の

パラメーターを一定にし，ＧＴ値をＣ，Ｄ，Ｆ，Ｉと変

化させ画像出力し，ブーツストラップ法で４本の特性

曲線を求める。（Ｆｉｇ．２参照）

更に,頭部ファントムを撮影し,ＧＴ値をＣ，Ｄ，Ｆ，

Ｉと変化させＧＴ値以外の画像パラメーターを一定

にして画像出力する。また，ＦＩＬＭ／SCREEN系の頭

部ファントム撮影も行った。

求めた特性曲線の結果及び，頭部ファントム出力画

像から適性と思われるＧＴ値Ｉを求めた。

（３）ＧＣ値の決定

ＧＣ値は出力画像において一番見たい部位の濃度に

合わせると良好な画像が得られるので。ＦＩＬＭ／

特性曲線ＩＰの中央緬域ＥＤＲモード

口

Ｓｅｍｉｌ l０ｃｍｘ１０ｃｌＴ 

ＳｅｍｉⅡ ７０１１ｌｘ７ｃｍ 
２．５ 

Ｓｅｍｌｍ 司ｃｍｘ５cｍ
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SCREEN系で，ＩＰの測光領域に当たる領域内の溌度

の平均値をＧＣ値とすることにする。

方法はＦＩＬＭ／SCREEN系で，測光領域内に当た

る領域を10×10個のマトリックスに分割し，それぞれ

の濃度の平均値を求めた｡結果は,0.895となり，ＧＣ値

を0.9とした。

（４）ＧＡ値の決定

ＧＡ値の設定は，(1)～(3)で決めた画像パラメーター

を使用し,ＧＳ値を一定にしておき,ＧＡ値を変化させ，

(2)と同様の方法で特性曲線を求める。ＧＡ値は1.0,

1.2,1.4,1.6と変化させた。（Fig.３参照）

また，頭部ファントム出力画像についても，ＧＡ値

を，１．０，１．２，１．４，Ｌ６と変化ざせ画像出力した。

求めた特性曲線と,ＦＩＬＭ／SCREEN系の特性曲線

とを比較し，またＦＣＲの頭部ファントム出力画像と

FILM／SCREEN系の頭部ファントム出力画像とを

視覚的に評価し，適性なＧＡ値を1.4とした。

（５）ＧＳ値の決定

ＧＳ値は(1)～(4)までに決めた画像パラメータを使

用し，頭部プァントム画像を出力し，：視覚的に適性で

あると思われる濃度ＧＳ＝0.05とした。

以上の結果から，従来のFCR7000内蔵のパラメー

ターと変更後のパラメーターの比較をＴａｂｌｅ２に示

す。

③適性撮影条件の決定

ＦＣＲはIＰの到達線量の違いにより，出力画像の粒

状度が変化するため，砿圧及び電流を変化させて出力

画像のＲＭＳ粒状度を求めることにより，適性なＦＣＲ

の撮影条件を求める。

方法は，５ｃｍ厚のアクリル板の上に，厚さを2.272

ｍｍ,2.014ｍｍ,1.453ｍｍ,0.951ｍｍと変化させたＣｕ

板を置く。（Table３参照）

このファントムをTable4に示す様な条件で，それ

ぞれ撮影し，②で決めた画像パラメーターで画像出力

する。ここで断層面は５ｃｍの位置である。

また，上記のファントムを使用して，ＦＩＬＭ／

SCREEN系も同様に撮影する。撮影条件は，７０ｋＶ，

50ｍＡ，６ｓｅｃである。

L回ｌＧＴｌＧＡＩＧＣｌＧＳ

炭来のパラメータｌ変化する１１．２１I１０．９１０．５

変Zl[後のパラメー蛍１２．０－定’１．４１エＩＯＵ’0.05
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次に，マイクロデンシトメーターでそれぞれ４種類

の濃度についてスキャンし,ＲＭＳ粒状度を求める。こ

こでマイクロデンシトメーターのアパーチャーサイズ

は,125/fmx25Qum,スキャンスピードは500浜、/sで，

サンプリングピッチは0.1sec，サンプリングは2000点

である。

結果は１Fig.４，Ｆｉｇ．５に示す様に,５０ｍＡでは,７５

ｋＶ以上で,また20ｍＡでは85ｋＶで粒状性が良好であ

ると思われるが，高電圧になると被写体コントラスト

が低下するので,適性条件を50ｍＡでは75kV，また２０

ＲＭＳ粒伏度５０ｍＡ

ｍＡでは80ｋＶとした。

④臨床写真の視覚評価

上記③で求めた適性な撮影条件を用いて，臨床写真

の評価を視覚的に行う。対象とした患者は３名で，外

来患者１名，副鼻腔の手術後患者１名，及び健常人１

名である。（Fig.６参照）

方法は一名の患者に対し,ＦＩＬＭ／SCREEN系の写

真と，撮影条件50ｍＡを使用したＣＲ出力画像との比

較及び，ＦＩＬＭ／SCREEN系の写真と，撮影条件２０

ｍＡを使用したＣＲ出力画像についての比較をそれぞ

れ３名分視覚的に評価した。ここで断層面は，すべて

同一位腫である。

評価を行ったのは，耳鼻科医師２名，診療放射線技

師６名である。

評価の方法は,Table5に示す通りで，８名の平均点

を求め，その点数で評価した。（Fig.７参照）

Ｆｉｇ．７の結果から，従来までの被曝線量とほぼ同等

の50ｍＡを使用したＣＲ出力画像では，評価の平均点

が4.54点であった｡.また，被曝線鑓を約60％程度低減

させた20ｍＡを使用したＣＲ出力画像では，評価の平

均点が3.50点と，ともに良好な結果であった。
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きく入る場合など，副鼻腔が測光領域に入らないと，

ＤＡＴＡの読み取りに違いが現われることがあった。

今回，副鼻腔断層撮影の画像パラメーターを設定す

ることで,従来のFCR7000システムに内蔵されていた

画像パラメーターよりも，当院に適性なパラメーター

に設定し直す事ができたと思われる。

Ⅵ、結語

今回は,ＦＣＲの特長とも言える周波数処理について

は検討しなかった。これは,ＦＣＲの出力画像を,ＦＩＬＭ

／SCREEN系に近づけることを今回の試みとしたた

めである。今後は，この周波数処理についても重ねて

検討していきたい。
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Ｖ・結論及び考察

ＥＤＲアルゴリズムを，ＡＵＴＯⅡモードからＳＥＭＩ

ＩＩモードに変更することで，ＩＰのＤＡＴＡ収集時に起

きる，ＤＡＴＡの読み取りミスがほとんどなくなり，安

定したＤＡＴＡ収集が行われる様になった。

また，視覚評価の結果からもわかる;嫌に，画像パラ

メーターの変更により，従来のＦＩＬＭ／SCREEN系

の写真とほぼ同等，あるいはそれ以上の出力画像を得

ることができた。

次に,パラメーター変更後の問題点としては,ＳＥＭＩ

モードに変更しても，ＩＰの測光領域に頭蓋骨などが大
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